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 消防庁によると、高齢化等を背景に救急需要が年々増加しており、平成 29 年中
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から「『消防庁救急搬送人員データ』の提供承認について」（平成 30 年 7 月 6
日 事務連絡）にて、研究目的でのデータ利用の承認を受けている。 
  





2「入電から現場に到着するまでに要した時間」消防庁(2019)「平成 30 年版 救急救助の現
況」 
3「入電から医師引継ぎまでに要した時間」消防庁(2019)「平成 30 年版 救急救助の現況」 
4 「救急活動時間」は入電から帰署までの時間であり、「救急搬送時間」も同義である。 
5 「審査不要の判断 結果通知書」（研マネ第 238 号 2018 年 6 月 21 日）（申請番号:2018-






























29 年中の救急自動車による全国の救急出動件数は、634 万 2,147 件（対前年比
13 万 2,183 件増、2.1％増）となり、初めて 500 万件を超えた平成 16 年以降も
ほぼ一貫して増加傾向が続いている状況で9、同様に、救急車の現場到着時間・
                                                     
6 加藤・森戸（2006）「救急搬送の概要」荘道社 pp1-2 
7 丸茂(2000)「わが国 救急医療体制発展の歩み」『日救急医会誌』11 巻 7 号 p311 
8 消防庁（2018）「平成 30 年版 消防白書」p198 
9 消防庁（2018）「平成 30 年版 消防白書」p189 
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図表 1-2: 「平成 30 年度 救急業務のあり方に関する検討会」検討事項 






















きるよう支援するためのもの」と説明されている。（図表 1-3 参照）。 






















料11によると、大きく 3 つの側面から実施効果があるとされている。1 つ目は
「救急車の適正利用の促進」であり、2 つ目は「救急医療機関の受診の適正
化」であり、3 つ目は「不安な住民に安心・安全を提供」である。 




















よると、平成 18 年に搬送者のうち軽症者の割合が 60.3％だったところ、平成















































 本論に入る前に、平成 30 年の検討会における検討テーマの中で、本稿にお
ける分析と関連の大きい「救急活動時間延伸の要因分析」について述べておく
ことにする。 




















加」が挙げられている。図示すると、図表 1-5 と 1-6 の通りである。 
 








図表 1-6: 救急搬送時間の延伸要因に対する消防本部の主な意見 













































                                                     



















































































室から「『消防庁救急搬送人員データ』の提供承認について」（平成 30 年 7 月 6
日事務連絡）にて、研究目的でのデータ利用の承認を受けている。 
 
                                                     
16 「審査不要の判断 結果通知書」（研マネ第 238 号 2018 年 6 月 21 日）（申請番号:2018-
HN012、判断日 2018 年 6 月 18 日）より 
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図表 4-1: 「救急搬送人員データ」のうち分析に用いるデータ 
変数の種類 変数名 内容 
年齢 年齢 傷病者の年齢 












 一般負傷 他に分類されない不慮の事故をいう。 
 加害 故意に他人によって傷害等を加えられた事故をいう。 
 自損行為 故意に自分自身に傷害等を加えた事故をいう。 
 急病 疾病によるもので救急業務として行ったものをいう。 
 転院搬送 何らかの理由により、医療機関から医療機関へ搬送されたもの
をいう。 
 その他 その他のもの。 
居住地 管内 傷病者が消防本部の管轄内に居住しているもの。 
 管外 傷病者が消防本部の管轄外に居住しているもの。 
発生場所大分類 住宅 一般住宅及び高層住宅棟で住居としている場所をいう。 
 公衆出入場所 多数の人が集まる場所をいう。 
 仕事場 工場、作業所、各種事業所等の仕事をしている場所をいう。 
 道路 一般道路、高速道路、交差点、歩道及び歩道橋等をいう。 
 その他 公園、広場、空地等をいい、発生場所が不明なものを含む。 
搬送機関（告示別） 告示 搬送された医療機関等が救急告示病院のもの 








 重症 傷病の程度が３週間以上の入院加療を必要とするもの。 
 中等症 傷病の程度が入院を必要とするもので重症に至らないもの。 
 軽症 傷病の程度が入院を必要としないもの。 














た。同様に、病院収容時間が 10,800 秒かかったものも分析の対象外とした。 





 平成 30 年 8 月に、各政令指定都市消防本部宛てに電子メールで、救急搬送
に関するアンケート調査を行った。 











 指令時刻 救急隊に対する出場指令がなされた時刻をいう。 
 現場到着時刻 救急隊が災害現場に到着した時刻をいう。 























































道路等に関する変数 道路実延長（km）（総面積 1 平方 km 当たり） 
 道路舗装率（％） 
 改良済延長／未改良 道路幅員 5.5m 未満 
 改良済延長／未改良 道路幅員 5.5m～13.0m 未満 
 改良済延長／未改良 道路幅員 13.0m～19.5m 未満 
 改良済延長／未改良 道路幅員 19.5m 以上 
 保有自動車台数（台）（人口 1,000 人当たり） 
医療資源に関する変数 一般病院の 1 日平均新入院患者数（人口 10 万人当たり） 
 一般病院の 1 日平均外来患者数（人口 10 万人当たり） 
 一般病院の 1 日平均在院患者数（人口 10 万人当たり） 
 生活習慣病による死亡者数（人口 10 万人当たり） 
 悪性新生物による死亡者数（人口 10 万人当たり） 
 一般病院数／病床数（人口 10 万人当たり） 
 医療施設に従事する常勤医師数（人口 10 万人当たり） 
 医療施設に従事する看護師及び准看護師数（常勤
換算）（人口 10 万人当たり） 
救急・消防に関する変数 救急車台数（台）（人口 10 万人当たり） 



























































































𝐱𝒊…救急搬送された i 番目の個人の属性行列（年齢、事故種別、発生場所分 
類、初診医による重症度評価など） 

















5．傾向スコアマッチングによる分析の補足として、分析対象とする 2012 年 
から 2015 年の間に、新たに#7119 を実施した政令指定都市があるため、実 
施の前後で Difference-in-Difference（差の差：DID）分析を行う。 








図表 5-2: 個人レベルの変数の基本統計量 
変数名 平均値 標準偏差 最小値 最大値 
年 2013.644 1.072598 2012 2015 
事故種別 9.015607 2.011069 1 14 
年齢区分 4.380623 0.800574 1 5 
年齢 58.84358 26.07768 0 110 
性別 1.48663 0.499821 1 2 
居住地（管内・管外） 1.095892 0.309816 1 3 
発生場所大分類 1.830729 1.202666 0 5 
搬送先（告示・告示外） 1.102763 0.303748 0 2 
搬送先（管内・管外） 1.073473 0.260992 0 2 
初診医による重症度評価 4.44484 0.702904 0 6 
現場到着所要時間（秒） 408.1369 179.0686 0 3600 





















図表 5-3: 政令指定都市レベルの変数の基本統計量 
変数名 平均値 標準誤差 最小値 最大値 
年 2013.5 1.125088 2012 2015 
総人口 1353439 752743.4 691955 3722250 
市街化調整区域 49.1675 24.25249 6 82.3 
高齢化率 22.76766 2.377506 17.349 27.849 
国民健康被保険者数 244.79 22.4087 149.3 297.3 
人口増加比率 1.6125 3.898243 -5.6 10.3 
社会増加比率 1.95 2.816228 -3.7 9.5 
自主財源比率 55.005 6.924784 41.6 67.2 
財政力指数 0.849375 0.101402 0.66 1 
経常収支比率 95.1625 3.819317 87.5 109.2 
道路実延長 10.5025 5.358679 2.3 19.6 
道路舗装率 90.64625 6.567314 73.6 99.2 
保有自動車数 521.1538 124.926 308.1 765.7 
平均入院患者数 37.34625 8.667529 21.6 58.1 
平均外来患者数 1070.049 213.8661 760.6 1461.6 
平均在院患者数 878.6563 279.552 440.1 1452.1 
生活習慣病による死亡者数 487.6613 62.58405 343.9 591.7 
悪性新生物による死亡者数 266.735 36.05074 149.1 342.7 
一般病院数 5.56625 2.113126 2.4 10.6 
一般病床数 1096.141 323.0737 494.9 1710.4 
医師数 243.8067 48.84365 129.6 337.7 
看護師等数 906.0433 275.1935 465.9 1651 
救急車台数 2.90875 0.57549 1.9 4 
消防吏員数 102.8788 13.04166 65.8 146.5 
※サンプルサイズは 80 




















図表 6-1: 個人レベルでの probit 分析の結果 
被説明変数 soudan 係数 標準誤差 t 値 P 値 
年齢 -.0003944 .0000282 -13.96 0.000 
事故種別 交通事故 -.1770503 .0039278 -45.08 0.000 
事故種別 労働災害 -.04437 .0087002 -5.10 0.000 
事故種別 運動競技 -.2172884 .0091931 -23.64 0.000 
事故種別 一般負傷 -.0506503 .0030537 -16.59 0.000 
事故種別 急病 -.0146818 .0026185 -5.61 0.000 
居住地 消防本部管内 -.1200576 .0024254 -49.50 0.000 
搬送先 消防本部管外 -.2520093 .0024737 -101.88 0.000 
発生場所 住宅 omitted 
tted 
発生場所 公衆出入場所 .315802 .0069014 45.76 0.000 
発生場所 仕事場 .3220293 .0069797 46.14 0.000 
発生場所 道路 .2949969 .0087786 33.60 0.000 
発生場所 その他 .3969422 .0072804 54.52 0.000 
初診医による重症度評価  
中等症 
-.805043 .0044569 -180.63 0.000 
初診医による重症度評価 
軽症 
-.0894702 .0015217 -58.80 0.000 
2012 年ダミー -1.213611 .0072652 -167.05 0.000 
2013 年ダミー -.314055 .0069523 -45.17 0.000 
2014 年ダミー -.3133731 .0069536 -45.07 0.000 
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2015 年ダミー omitted 


















差 t 値 
現場到着
時間 
マッチングなし 390.006144 412.813025 -22.8068 -110.02 
マッチングあり 
（平均処置効果） 
390.00592 412.039921 -22.034 -4.21 
※コントロールグループ（処置群）における平均処置効果として、 
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図表 6-3: Common support の状況 
 
 
off support on support 計 
対象群 0 3,550,381 3,550,381 
処置群 1 937,551 937,552 









































差 t 値 
病院収容
時間 
マッチングなし 1750.33654 1774.00491 -23.6684 -23.4 
マッチングあり 
（平均処置効果） 




































図表 6-6: 政令指定都市レベルでの集計データを用いた probit 分析の結果 
被説明変数 soudan 係数 標準誤差 t 値 P 値 
年齢 .0034535 .0000943 36.61 0.000 
事故種別 交通事故 .1879384 .0134604 13.96 0.000 
事故種別 労働災害 .1518467 .0288827 5.26 0.000 
事故種別 運動競技 .0973495 .0290495 3.35 0.001 
事故種別 一般負傷 .1917569 .0107583 17.82 0.000 
事故種別 急病 .1426972 .0093002 15.34 0.000 
居住地 消防本部管内 .2334004 .0085305 27.36 0.000 
搬送先 消防本部管外 -.431521 .0078164 -55.21 0.000 
発生場所 住宅 omitted 
発生場所 公衆出入場所 -.3232465 .0275416 -11.74 0.000 
発生場所 仕事場 -.3187863 .0279281 -11.41 0.000 
発生場所 道路 -.3429888 .034194 -10.03 0.000 
発生場所 その他 -.2851644 .0287344 -9.92 0.000 
初診医による重症度評価  
中等症 
-1.508984 .0154418 -97.72 0.000 
初診医による重症度評価 
軽症 
-.2103265 .0052096 -40.37 0.000 
2012 年ダミー .3077525 .027905 11.03 0.000 
2013 年ダミー .28987 .0279172 10.38 0.000 
2014 年ダミー .3036212 .0279074 10.88 0.000 
2015 年ダミー omitted 












差 t 値 
現場到着
時間 
マッチングなし 392.621882 391.449065 1.1728 1.92 
マッチングあり 
（平均処置効果） 
392.621882 395.56498 -2.9431 -0.61 
出所：筆者による算出 
 










差 t 値 
現場到着
時間 
マッチングなし 446.945566 386.933942 60.0116 114.99 
マッチングあり 
（平均処置効果） 








































図表 6-9: probit 分析(ランダム効果モデル)   
被説明変数 
soudan 
係数 標準誤差 t 値 p 値 
高齢化率 236.8315 88.83927 2.67 0.08 
救急車台数 -11.5263 4.922897 -2.34 0.019 
保有自動車台数 -0.04422 0.019388 -2.28 0.023 









台数（人口 1,000 人当たり）」の 3 つの変数が、変数を入れ替えても、概ね t 値






めて第 1 節で行ったものと同様の傾向スコアマッチングを行う。 
 
図表 6-10: 個人レベルでの probit 分析（政令指定都市の属性を含む） 
被説明変数 soudan 係数 標準誤差 t 値 P 値 
年齢 -.0012937 .0000319 -40.56 0.000 
事故種別 交通事故 -.2103819 .0044363 -47.42 0.000 
事故種別 労働災害 -.1011999 .0098694 -10.25 0.000 
事故種別 運動競技 -.2467029 .0104062 -23.71 0.000 
事故種別 一般負傷 -.1355698 .0034404 -39.40 0.000 
事故種別 急病 -.096288 .0029604 -32.53 0.000 
居住地 消防本部管内 -.0576964 .002772 -20.81 0.000 
搬送先 消防本部管外 -.1964886 .0028357 -69.29 0.000 
発生場所 住宅 omitted 
発生場所 公衆出入場所 -.0229033 .0086205 -2.66 0.008 
発生場所 仕事場 -.0347421 .0087198 -3.98 0.000 
発生場所 道路 .0339817 .0106155 3.20 0.001 
発生場所 その他 .0111016 .0089903 1.23 0.217 
初診医による重症度評価  
中等症 
-.6412589 .0049629 -129.21 0.000 
初診医による重症度評価 
軽症 
-.0296807 .0017174 -17.28 0.000 
2012 年ダミー -.8936513 .0090565 -98.68 0.000 
2013 年ダミー .4015951 .0087167 46.07 0.000 
2014 年ダミー .2161852 .0086965 24.86 0.000 
2015 年ダミー omitted 
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救急車台数 -.4016895 .0019124 -210.05 0.000 
保有自動車台数 -.0044767 .0000006 -649.38 0.000 
高齢化率 .2881277 .0004851 593.95 0.000 

























差 t 値 
現場到着
時間 
マッチングなし 390.006144 412.813025 -22.80 -110.02 
マッチングあり 
（平均処置効果） 
390.008384 410.569512 -20.56 -6.01  
※コントロールグループ（処置群）における平均処置効果として、 





となり、t 値は-6.01 であるため、絶対値が 2 以上であり統計学的に有意であ
31 
 





図表 6-12: Common support の状況 
 
 
off support on support 計 
対象群 0 3,550,381 3,550,381 
処置群 48 937,504 937,552 
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差 t 値 
病院収容
時間 
マッチングなし 1742.97891 1771.24495 -28.266 -28.89 
マッチングあり 
（平均処置効果） 











第５節 #7119 の実施前後における DID 分析 
 
 2012 年から 2015 年の間に、新たに#7119 を実施した政令指定都市（以降、

















𝑌  ・・・現場到着時間もしくは病院収容時間 
𝑻𝒓𝒆𝒂𝒕𝒎𝒆𝒏𝒕(𝒕𝒓) ・・・A 市であれば「1」、A 市でなければ「0」のダミー変数 
𝐲𝐞𝐚𝐫 𝐝𝐮𝐦𝐦𝐲(𝐝𝐲) ・・・A 市における#7119 の実施後の年であれば「1」、実施
前であれば、「0」のダミー変数 































図表 6-15: DID 分析の結果（被説明変数：現場到着時間） 
被説明変数  
現場到着時間 
係数 標準誤差 t 値 P 値 
年齢 .1278556 .003857 33.15 0.000 
事故種別 交通事故 38.42374 .5360343 71.68 0.000 
事故種別 労働災害 45.95298 1.192223 38.54 0.000 
事故種別 運動競技 53.5075 1.195888 44.74 0.000 
事故種別 一般負傷 23.00198 .4106505 56.01 0.000 
事故種別 急病 16.8898 .3502411 48.22 0.000 
居住地 消防本部管内 -10.28058 .3506157 -29.32 0.000 
搬送先 消防本部管外 -33.6105 .3894004 -86.31 0.000 
発生場所 住宅 -20.72517 .9885775 -20.96 0.000 
発生場所 公衆出入場所 6.141447 .2738595 22.43 0.000 
発生場所 仕事場 -24.58207 .3278689 -74.98 0.000 
発生場所 道路 -14.7298 .7908949 -18.62 0.000 
発生場所 その他 -21.66537 .4318 -50.17 0.000 
初診医による重症度評価  
中等症 
7.454501 .4230009 17.62 0.000 
初診医による重症度評価 
軽症 
4.997027 .2088295 23.93 0.000 
救急車台数 8.85773 .2240283 39.54 0.000 
保有自動車台数 .0562051 .000989 56.83 0.000 
高齢化率 -6.15828 .0457936 -134.48 0.000 
dy 5.805321 .2355571 24.65 0.000 
tr 45.94649 .5218489 88.05 0.000 
交差項（dy×tr） -7.431389 .697052 -10.66 0.000 





















係数 標準誤差 t 値 P 値 
年齢 .1263517 .003871 32.64 0.000 
事故種別 交通事故 37.27144 .5400466 69.02 0.000 
事故種別 労働災害 45.1954 1.197666 37.74 0.000 
事故種別 運動競技 53.00044 1.20055 44.15 0.000 
事故種別 一般負傷 22.28439 .4129941 53.96 0.000 
事故種別 急病 16.16191 .3526831 45.83 0.000 
居住地 消防本部管内 -10.4318 .3521926 -29.62 0.000 
搬送先 消防本部管外 -33.63554 .38937 -86.38 0.000 
発生場所 住宅 omitted 
発生場所 公衆出入場所 6.193981 .2735103 22.65 0.000 
発生場所 仕事場 -24.78319 .3275343 -75.67 0.000 
発生場所 道路 -14.72367 .7901215 -18.63 0.000 
発生場所 その他 -21.39793 .4321776 -49.51 0.000 
初診医による重症度評価  
中等症 
7.474604 .4255004 17.57 0.000 
初診医による重症度評価 
軽症 
5.003829 .2095477 23.88 0.000 
救急車台数 8.855741 .2236659 39.59 0.000 
保有自動車台数 .056155 .0009874 56.87 0.000 
高齢化率 -6.153513 .0457207 -134.59 0.000 
dy 5.809987 .2351697 24.71 0.000 
37 
 
tr 45.9297 .5209957 88.16 0.000 
交差項（dy×tr） -7.435082 .6959036 -10.68 0.000 


















































 第 2 に、政令指定都市レベルの属性を統制するために、#7119 を実施してい









 最後に、分析対象とした 2012 年から 2015 年の間に新たに#7119 を実施した






















また、本稿が分析対象としたのは 2012 年から 2015 年までの間であり、2015
年末時点では、#7119 を実施していた政令指定都市は 3 市であったが、2019 年
































差 t 値 
現場到着
時間 
マッチングなし 390.006144 412.813025 -22.8068 -110.02 
マッチングあり 
（平均処置効果） 
412.812521 393.90918 -18.903  -4.21  




グループ（対象群）の平均現場到着時間の差が-18.903 秒となり、t 値は-4.21 で
あるため、絶対値が 2 以上であり統計学的に有意である。 
また、ATU を平均処置効果とした場合、off-support が 15 増加したが、ほぼす
べてが Common support を満たした。 
 
図表 7-2: Common support の状況 
 
 
off support on support 計 
対象群 15 3,550,366 3,550.381 
処置群 1 937.551 937,552 





 この分析から、#7119 を実施していないグループが、仮に#7119 を実施したと
すると、約１９秒現場到着時間が短縮するといえる。 
 
















差 t 値 
現場到着
時間 





-0.2341 -6.01  
※平均処置効果を ATU（Average Treatment Effect on the Untreated)とした場合 
※政令指定都市の属性を含む。 
出所：筆者による算出   
 
マッチングをした結果、トリートメントグループ（処置群）とコントロール
グループ（対象群）の平均現場到着時間の差が-0.2341 秒となり、t 値は-6.01 で
あるため、絶対値が 2 以上であり統計学的に有意である。ほぼ 0 秒に近いとい
えるが、こちらもマイナスの結果となった。 
また、平均処置効果を ATT とした場合と違い、off-support は若干増加した。
Common support を満たさない割合が 7.85%となった。 
図表 7-4: Common support の状況 
 
 
off support on support 計 
対象群 352,084 3,198,297 3,550,381 
処置群 48 937,504 937,552 





















































・消防庁救急企画室(2017)「消防の動き 552 号」 
・消防庁(2019)「平成 30 年版 救急救助の現況」 
・加藤・森戸（2006）「救急搬送の概要」荘道社 
・丸茂(2000)「わが国 救急医療体制発展の歩み」『日救急医会誌』11 巻 7 号 
・ 消防庁（2018）「平成 30 年版 消防白書」 
・ 消防庁「#7119（救急安心センター事業）の全国展開」 
（https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/appropriate/item/appropri 
ate006_01_kyukyu_anshin_01.pdf）（閲覧日令和元年 12 月 30 日） 
・消防庁「平成 30 年度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書」
https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/2019/03/26/items/平成 30 年度救急業務
のあり方に関する検討会報告書.pdf（閲覧日令和元年 12 月 30 日） 
・宮城県 HP( https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/syoubou/ /med-top.html）（閲覧日令







































4．1 の個人レベルの変数に、3 の工程で得られた政令指定都市レベルの変数 
を加えた傾向スコアマッチング 
 
5．2012 年から 2015 年の間に、新たに#7119 を実施した政令指定都市につい 
て、実施の前後における DID 分析 
 





















  nenrei 年齢
  ziko4 事故種別「交通事故」
  ziko5 事故種別「労働災害」
  ziko6 事故種別「運動競技」
  ziko7 事故種別「一般負傷」
  ziko10 事故種別「急病」
  kyozyuuti1 居住地「消防本部管内」
  kannnaigai2 搬送機関「消防本部管外」
  oobunrui1 発生場所大分類「住宅」
  oobunrui2 発生場所大分類「公衆出入場所」
  oobunrui3 発生場所大分類「仕事場」
  oobunrui4 発生場所大分類「道路」
  oobunrui5 発生場所大分類「その他」
  syosini4 初診医による重症度評価「中等症」
  syosini5 初診医による重症度評価「軽症」
  year1 ２０１２年ダミー
  year2 ２０１３年ダミー
  year3 ２０１４年ダミー
  year4 ２０１５年ダミー
1．個人レベルの変数のみを用いた傾向スコアマッチング 
 
〇stata コマンド： psmatch2 soudan2 $controls,common out(diff_genba2) 
 
説明：「psmatch2」により傾向スコアマッチングを実行する。 

































Note: S.E. does not take into account that the propensity score is estimated.
                                                                                        
                        ATT    390.00592   412.039921  -22.0340014   5.23231401    -4.21
     diff_genba2  Unmatched   390.006144   412.813025  -22.8068812   .207294061  -110.02
                                                                                        
        Variable     Sample      Treated     Controls   Difference         S.E.   T-stat
                                                                                        
                                                                              
       _cons    -.2467637   .0042428   -58.16   0.000    -.2550794    -.238448
       year4            0  (omitted)
       year3    -.3133731   .0069536   -45.07   0.000    -.3270019   -.2997442
       year2     -.314055   .0069523   -45.17   0.000    -.3276813   -.3004288
       year1    -1.213611   .0072652  -167.05   0.000    -1.227851   -1.199372
    syosini5    -.0894702   .0015217   -58.80   0.000    -.0924526   -.0864878
    syosini4     -.805043   .0044569  -180.63   0.000    -.8137784   -.7963075
   oobunrui5     .3969422   .0072804    54.52   0.000     .3826729    .4112116
   oobunrui4     .2949969   .0087786    33.60   0.000     .2777912    .3122026
   oobunrui3     .3220293   .0069797    46.14   0.000     .3083492    .3357093
   oobunrui2      .315802   .0069014    45.76   0.000     .3022755    .3293284
   oobunrui1            0  (omitted)
  kannaigai2    -.2520093   .0024737  -101.88   0.000    -.2568576   -.2471609
  kyozyuuti1    -.1200576   .0024254   -49.50   0.000    -.1248112   -.1153039
      ziko10    -.0146818   .0026185    -5.61   0.000    -.0198139   -.0095496
       ziko7    -.0506503   .0030537   -16.59   0.000    -.0566354   -.0446653
       ziko6    -.2172884   .0091931   -23.64   0.000    -.2353065   -.1992703
       ziko5      -.04437   .0087002    -5.10   0.000    -.0614222   -.0273178
       ziko4    -.1770503   .0039278   -45.08   0.000    -.1847487   -.1693519
      nenrei    -.0003944   .0000282   -13.96   0.000    -.0004497    -.000339
                                                                              
     soudan2        Coef.   Std. Err.      z    P>|z|     [95% Conf. Interval]
                                                                              
Log likelihood = -2183907.8                     Pseudo R2         =     0.0505
                                                Prob > chi2       =     0.0000
                                                LR chi2(17)       =  232336.91
Probit regression                               Number of obs     =  4,487,933
note: year4 omitted because of collinearity
      oobunrui1 dropped and 38665 obs not used
note: oobunrui1 != 0 predicts failure perfectly
. psmatch2 soudan2 $controls ,common out(diff_genba2)







































説明：Common support を確認する。 
 

























      Total    4,487,933      100.00
                                                
 On support    4,487,932      100.00      100.00
Off support            1        0.00        0.00
                                                
    support        Freq.     Percent        Cum.
     Common  




















0 .1 .2 .3 .4
Pr(soudan2)
density: Pr(soudan2) density: Pr(soudan2)
〇stata コマンド：kdensity pscore if soudan2==1, gen(take1 den1) 
kdensity pscore if soudan2==0, gen(take0 den0) 





    下図においては、赤線（全体が右寄りの線）が実施グループ、青線 
（全体が左寄りの線）が未実施グループである。 
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Appendix 図表 5:  傾向スコアマッチングによるバランシングの状況 

































* if B>25%, R outside [0.5; 2]
                                                                                   
 Matched     0.000     10.96    0.859      0.1       0.0       0.5    1.04      0
 Unmatched   0.051 232336.91    0.000      9.1       4.8      58.4*   0.32*   100
                                                                                   
 Sample      Ps R2   LR chi2   p>chi2   MeanBias   MedBias      B      R     %Var
                                                                                   
* if variance ratio outside [1.00; 1.00] for U and [1.00; 1.00] for M
                                                                                        
                                                                              
                       M    .32142   .32166     -0.1    99.6    -0.35  0.730       .
year4                  U    .32141   .26615     12.2           106.53  0.000       .
                                                                              
                       M    .31812   .31787      0.1    99.6     0.37  0.715       .
year3                  U    .31813    .2595     13.0           113.81  0.000       .
                                                                              
                       M     .3137    .3137      0.0   100.0     0.01  0.994       .
year2                  U     .3137   .25578     12.9           112.95  0.000       .
                                                                              
                       M    .04675   .04677     -0.0   100.0    -0.06  0.953       .
year1                  U    .04675   .21857    -52.4          -389.50  0.000       .
                                                                              
                       M    .39062   .39056      0.0    99.6     0.08  0.937       .
syosini5               U    .39062   .40521     -3.0           -25.66  0.000       .
                                                                              
                       M    .01457   .01453      0.0    99.9     0.25  0.803       .
syosini4               U    .01457   .05861    -23.6          -175.66  0.000       .
                                                                              
                       M    .10429   .10409      0.1    64.7     0.45  0.653       .
oobunrui5              U    .10431   .10488     -0.2            -1.60  0.110       .
                                                                              
                       M    .01695   .01686      0.1    42.2     0.49  0.622       .
oobunrui4              U    .01695   .01711     -0.1            -1.07  0.286       .
                                                                              
                       M    .16543   .16573     -0.1    95.8    -0.56  0.578       .
oobunrui3              U    .16543   .17253     -1.9           -16.27  0.000       .
                                                                              
                       M    .38382   .38391     -0.0    99.7    -0.12  0.904       .
oobunrui2              U    .38382    .4144     -6.2           -53.67  0.000       .
                                                                              
                       M         0        0      0.0   100.0        .      .       .
oobunrui1              U         0   .01077    -14.8          -101.04  0.000       .
                                                                              
                       M    .89905   .89962     -0.2    98.3    -1.32  0.188       .
kannaigai2             U    .89904   .93365    -12.5          -114.50  0.000       .
                                                                              
                       M    .89098   .89097      0.0    99.9     0.03  0.979       .
kyozyuuti1             U    .89098    .9134     -7.6           -67.14  0.000       .
                                                                              
                       M    .66285   .66307     -0.0    98.5    -0.32  0.750       .
ziko10                 U    .66284   .64858      3.0            25.79  0.000       .
                                                                              
                       M    .14965    .1498     -0.0    46.7    -0.28  0.776       .
ziko7                  U    .14965   .14993     -0.1            -0.67  0.502       .
                                                                              
                       M    .00549   .00537      0.2    90.3     1.09  0.274       .
ziko6                  U    .00549    .0067     -1.6           -13.01  0.000       .
                                                                              
                       M    .00756   .00748      0.1    -7.8     0.65  0.515       .
ziko5                  U    .00756   .00749      0.1             0.76  0.447       .
                                                                              
                       M    .08051   .08042      0.0    98.9     0.24  0.813       .
ziko4                  U    .08052   .08897     -3.0           -25.81  0.000       .
                                                                              
                       M     57.85   57.864     -0.1    98.9    -0.37  0.713    1.00
nenrei                 U     57.85   59.103     -4.8           -41.44  0.000    0.98*
                                                                                        
Variable          Matched   Treated Control    %bias  |bias|      t    p>|t|    V(C)
                Unmatched         Mean               %reduct       t-test       V(T)/
                                                                                        
. pstest $controls , t(soudan2) graph both
















































〇stata コマンド：  
xtprobit soudan2 一般病院病床数 高齢化率 救急車台数 消防吏員数  
道路舗装率 経常収支比率 保有自動車数 
 
説明：政令市 20 市の 4 年間分のデータをパネルデータ化して、probit 分析 























LR test of rho=0: chibar2(01) = 6.75                   Prob >= chibar2 = 0.005
                                                                                
           rho     .9816169   .0347289                      .5512477    .9995694
       sigma_u     7.307377   7.031719                      1.108332    48.17847
                                                                                
      /lnsig2u     3.977769   1.924554                      .2057132    7.749825
                                                                                
         _cons    -519.0591    704.195    -0.74   0.461    -1899.256    861.1377
保有自動車台数     -.3403211   .4172727    -0.82   0.415    -1.158161    .4775184
  経常収支比率      .2737864   .5417908     0.51   0.613    -.7881041    1.335677
    道路舗装率       5.35207   7.138803     0.75   0.453    -8.639727    19.34387
    消防吏員数      .5298786   .8430156     0.63   0.530    -1.122402    2.182159
    救急車台数     -78.45389   100.8884    -0.78   0.437    -276.1915    119.2837
     高齢化率 2     573.6001   715.8926     0.80   0.423    -829.5237    1976.724
一般病院病床数      .1208805   .1559384     0.78   0.438    -.1847532    .4265142
                                                                                
       soudan2        Coef.   Std. Err.      z    P>|z|     [95% Conf. Interval]
                                                                                
Log likelihood  = -4.6389933                    Prob > chi2       =     0.9834
                                                Wald chi2(7)      =       1.47
Integration method: mvaghermite                 Integration pts.  =         12
                                                              max =          4
                                                              avg =        4.0
                                                              min =          4
Random effects u_i ~ Gaussian                   Obs per group:
Group variable: seireisi2                       Number of groups  =         20
Random-effects probit regression                Number of obs     =         80
Iteration 12:  log likelihood = -4.6389933  
Iteration 11:  log likelihood = -4.6389936  
Iteration 10:  log likelihood = -4.6391946  
Iteration 9:   log likelihood = -4.6525522  
Iteration 8:   log likelihood = -4.7191602  
Iteration 7:   log likelihood = -4.7473733  (not concave)
Iteration 6:   log likelihood = -4.7910075  (not concave)
Iteration 5:   log likelihood = -4.7910075  (not concave)
Iteration 4:   log likelihood = -4.8261949  (not concave)
Iteration 3:   log likelihood = -5.0388284  
Iteration 2:   log likelihood = -5.1255781  
Iteration 1:   log likelihood = -5.1660523  
Iteration 0:   log likelihood = -5.8890373  
rho =  0.8     log likelihood = -5.7090898
rho =  0.7     log likelihood = -5.8863623
rho =  0.6     log likelihood = -6.1002843
rho =  0.5     log likelihood = -6.3453529
rho =  0.4     log likelihood = -6.6173753
rho =  0.3     log likelihood =  -6.915976
rho =  0.2     log likelihood = -7.2437963
rho =  0.1     log likelihood = -7.6065114
rho =  0.0     log likelihood = -8.0138503
Fitting full model:
Iteration 9:   log likelihood = -8.0138503  
Iteration 8:   log likelihood = -8.0138503  
Iteration 7:   log likelihood = -8.0138528  
Iteration 6:   log likelihood = -8.0164924  
Iteration 5:   log likelihood = -8.1717089  
Iteration 4:   log likelihood =  -9.338646  
Iteration 3:   log likelihood = -11.383102  
Iteration 2:   log likelihood = -13.944841  
Iteration 1:   log likelihood = -18.125601  
Iteration 0:   log likelihood = -32.031934  
Fitting comparison model:
. xtprobit soudan2 一般病院病床数  高齢化率 2 救急車台数  消防吏員数  道路舗装率  経常収支比率  保有自動車台数
































LR test of rho=0: chibar2(01) = 27.49                  Prob >= chibar2 = 0.000
                                                                                
           rho     .9855084   .0108386                      .9388961    .9966885
       sigma_u      8.24654   3.129237                      3.919895    17.34879
                                                                                
      /lnsig2u     4.219588   .7589211                       2.73213    5.707046
                                                                                
         _cons    -12.78686   15.99423    -0.80   0.424    -44.13498    18.56127
保有自動車台数     -.0442188    .019388    -2.28   0.023    -.0822186   -.0062191
    救急車台数     -11.52625   4.922897    -2.34   0.019    -21.17495   -1.877548
     高齢化率 2     236.8315   88.83927     2.67   0.008     62.70972    410.9533
                                                                                
       soudan2        Coef.   Std. Err.      z    P>|z|     [95% Conf. Interval]
                                                                                
Log likelihood  = -8.9624077                    Prob > chi2       =     0.0373
                                                Wald chi2(3)      =       8.47
Integration method: mvaghermite                 Integration pts.  =         12
                                                              max =          4
                                                              avg =        4.0
                                                              min =          4
Random effects u_i ~ Gaussian                   Obs per group:
Group variable: seireisi2                       Number of groups  =         20
Random-effects probit regression                Number of obs     =         80
Iteration 14:  log likelihood = -8.9624077  
Iteration 13:  log likelihood = -8.9624077  
Iteration 12:  log likelihood = -8.9624125  
Iteration 11:  log likelihood = -8.9668459  
Iteration 10:  log likelihood = -9.0346973  
Iteration 9:   log likelihood = -9.1567927  
Iteration 8:   log likelihood = -9.2370405  (not concave)
Iteration 7:   log likelihood = -9.6345839  
Iteration 6:   log likelihood = -9.6512802  (not concave)
Iteration 5:   log likelihood =  -9.722025  (not concave)
Iteration 4:   log likelihood =  -9.722025  (not concave)
Iteration 3:   log likelihood =  -9.722326  (not concave)
Iteration 2:   log likelihood = -9.7277788  (not concave)
Iteration 1:   log likelihood = -9.9962751  (not concave)
Iteration 0:   log likelihood = -14.394734  
rho =  0.8     log likelihood = -14.304822
rho =  0.7     log likelihood = -14.413272
rho =  0.6     log likelihood = -14.801687
rho =  0.5     log likelihood = -15.410857
rho =  0.4     log likelihood = -16.221618
rho =  0.3     log likelihood = -17.258097
rho =  0.2     log likelihood = -18.583271
rho =  0.1     log likelihood =  -20.31931
rho =  0.0     log likelihood = -22.709872
Fitting full model:
Iteration 5:   log likelihood = -22.709872  
Iteration 4:   log likelihood = -22.709872  
Iteration 3:   log likelihood =  -22.70988  
Iteration 2:   log likelihood = -22.766426  
Iteration 1:   log likelihood = -24.091866  
Iteration 0:   log likelihood = -32.031934  
Fitting comparison model:
. xtprobit soudan2 高齢化率 2 救急車台数  保有自動車台数
 ここからさらに変数を減らして、有意な結果が出る、かつ、変数を入れ替え
ても同様な結果になる変数を探索した。 










































〇stata コマンド： psmatch2 soudan2 $controls,common out(diff_genba2) 
説明：個人レベルの変数のみを用いた分析と同様に、psmatch2 による分析を 
行う。前の分析より新たに、「高齢化率」、「救急車台数」、「保有自動 





























Note: S.E. does not take into account that the propensity score is estimated.
                                                                                        
                        ATT   390.008384   410.569512  -20.5611283   3.42354205    -6.01
     diff_genba2  Unmatched   390.006144   412.813025  -22.8068812   .207294061  -110.02
                                                                                        
        Variable     Sample      Treated     Controls   Difference         S.E.   T-stat
                                                                                        
                                                                                   
            _cons    -4.079628   .0112608  -362.29   0.000    -4.101698   -4.057557
     koureikaritu     .2881277   .0004851   593.95   0.000     .2871769    .2890785
    hoyuuzidousya    -.0044767   6.89e-06  -649.38   0.000    -.0044902   -.0044632
kyuukyuusyadaisuu    -.4016895   .0019124  -210.05   0.000    -.4054377   -.3979413
            year4            0  (omitted)
            year3     .2161852   .0086965    24.86   0.000     .1991404    .2332301
            year2     .4015951   .0087167    46.07   0.000     .3845107    .4186796
            year1    -.8936513   .0090565   -98.68   0.000    -.9114016    -.875901
         syosini5    -.0296807   .0017174   -17.28   0.000    -.0330467   -.0263147
         syosini4    -.6412589   .0049629  -129.21   0.000     -.650986   -.6315317
        oobunrui5     .0111016   .0089903     1.23   0.217    -.0065191    .0287222
        oobunrui4     .0339817   .0106155     3.20   0.001     .0131757    .0547877
        oobunrui3    -.0347421   .0087198    -3.98   0.000    -.0518326   -.0176517
        oobunrui2    -.0229033   .0086205    -2.66   0.008    -.0397992   -.0060075
        oobunrui1            0  (omitted)
       kannaigai2    -.1964886   .0028357   -69.29   0.000    -.2020464   -.1909309
       kyozyuuti1    -.0576964    .002772   -20.81   0.000    -.0631293   -.0522635
           ziko10     -.096288   .0029604   -32.53   0.000    -.1020902   -.0904857
            ziko7    -.1355698   .0034404   -39.40   0.000     -.142313   -.1288267
            ziko6    -.2467029   .0104062   -23.71   0.000    -.2670988   -.2263071
            ziko5    -.1011999   .0098694   -10.25   0.000    -.1205436   -.0818562
            ziko4    -.2103819   .0044363   -47.42   0.000    -.2190768    -.201687
           nenrei    -.0012937   .0000319   -40.56   0.000    -.0013562   -.0012312
                                                                                   
          soudan2        Coef.   Std. Err.      z    P>|z|     [95% Conf. Interval]
                                                                                   
Log likelihood = -1724673.1                     Pseudo R2         =     0.2502
                                                Prob > chi2       =     0.0000
                                                LR chi2(20)       = 1150806.30
Probit regression                               Number of obs     =  4,487,933
note: year4 omitted because of collinearity
      oobunrui1 dropped and 38665 obs not used
note: oobunrui1 != 0 predicts failure perfectly
. psmatch2 soudan2 $controls ,common out(diff_genba2)















































0 .2 .4 .6 .8
Pr(soudan2)
density: Pr(soudan2) density: Pr(soudan2)
〇stata コマンド：kdensity pscore if soudan2==1, gen(take1 den1) 
kdensity pscore if soudan2==0, gen(take0 den0) 
twoway (line den0 take0) (line den1 take1) 
 説明：psmatch2 により計算された傾向スコアの密度を、soudan2=1（#7119 実 
施グループ）、soudan2=0（#7119 未実施グループ）のそれぞれにおい 
て図示する。 
    下図においては、赤線（全体が右寄りの線）が実施グループ、青線 
（全体が左寄りの線）が未実施グループである。 
 





























     Total          48  4,487,885   4,487,933 
                                             
   Treated          48    937,504     937,552 
 Untreated           0  3,550,381   3,550,381 
                                             
assignment   Off suppo  On suppor       Total
 Treatment          support
 psmatch2:     psmatch2: Common
〇stata コマンド：tab_support 
説明：Common support を確認する。 
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Appendix 図 12:  傾向スコアマッチングによるバランシングの状況 

































* if B>25%, R outside [0.5; 2]
                                                                                   
 Matched     0.390  1.01e+06    0.000     32.6      26.8     176.0*   0.75    100
 Unmatched   0.250  1.15e+06    0.000     16.1       6.9     139.2*   0.37*   100
                                                                                   
 Sample      Ps R2   LR chi2   p>chi2   MeanBias   MedBias      B      R     %Var
                                                                                   
* if variance ratio outside [1.00; 1.00] for U and [1.00; 1.00] for M
                                                                                        
                                                                              
                       M    23.795   24.197    -22.0    69.9  -181.87  0.000    0.19*
koureikaritu           U    23.795   22.458     73.2           523.56  0.000    0.13*
                                                                              
                       M    391.18   432.52    -35.2    57.9  -222.60  0.000    0.37*
hoyuuzidousya          U    391.17   489.48    -83.6          -652.94  0.000    0.46*
                                                                              
                       M    2.6053   2.5407     13.2    46.5    89.45  0.000    0.27*
kyuukyuusyadaisuu      U    2.6053   2.7259    -24.7          -184.98  0.000    0.28*
                                                                              
                       M    .32144   .16162     35.2  -189.2   260.22  0.000       .
year4                  U    .32141   .26615     12.2           106.53  0.000       .
                                                                              
                       M    .31814   .33989     -4.8    62.9   -31.71  0.000       .
year3                  U    .31813    .2595     13.0           113.81  0.000       .
                                                                              
                       M    .31367   .40436    -20.1   -56.6  -130.02  0.000       .
year2                  U     .3137   .25578     12.9           112.95  0.000       .
                                                                              
                       M    .04676   .09413    -14.4    72.4  -127.30  0.000       .
year1                  U    .04675   .21857    -52.4          -389.50  0.000       .
                                                                              
                       M    .39064   .34129     10.1  -238.1    70.23  0.000       .
syosini5               U    .39062   .40521     -3.0           -25.66  0.000       .
                                                                              
                       M    .01457   .05214    -20.2    14.7  -144.05  0.000       .
syosini4               U    .01457   .05861    -23.6          -175.66  0.000       .
                                                                              
                       M    .10426   .20337    -32.4-17349.5  -189.88  0.000       .
oobunrui5              U    .10431   .10488     -0.2            -1.60  0.110       .
                                                                              
                       M    .01695   .12268    -81.7-65785.6  -290.37  0.000       .
oobunrui4              U    .01695   .01711     -0.1            -1.07  0.286       .
                                                                              
                       M    .16543   .25735    -24.5 -1193.3  -155.12  0.000       .
oobunrui3              U    .16543   .17253     -1.9           -16.27  0.000       .
                                                                              
                       M    .38384   .19934     37.7  -503.2   283.84  0.000       .
oobunrui2              U    .38382    .4144     -6.2           -53.67  0.000       .
                                                                              
                       M         0        0      0.0   100.0        .      .       .
oobunrui1              U         0   .01077    -14.8          -101.04  0.000       .
                                                                              
                       M    .89909   .72191     64.1  -412.0   317.76  0.000       .
kannaigai2             U    .89904   .93365    -12.5          -114.50  0.000       .
                                                                              
                       M    .89103    .6463     82.4  -991.9   415.21  0.000       .
kyozyuuti1             U    .89098    .9134     -7.6           -67.14  0.000       .
                                                                              
                       M    .66289   .36853     62.0 -1965.4   421.98  0.000       .
ziko10                 U    .66284   .64858      3.0            25.79  0.000       .
                                                                              
                       M    .14966   .22185    -20.2-25861.0  -127.64  0.000       .
ziko7                  U    .14965   .14993     -0.1            -0.67  0.502       .
                                                                              
                       M    .00549   .02811    -29.1 -1772.9  -120.94  0.000       .
ziko6                  U    .00549    .0067     -1.6           -13.01  0.000       .
                                                                              
                       M    .00756   .05827    -58.7-66467.3  -196.58  0.000       .
ziko5                  U    .00756   .00749      0.1             0.76  0.447       .
                                                                              
                       M    .08051    .1174    -13.2  -336.7   -84.74  0.000       .
ziko4                  U    .08052   .08897     -3.0           -25.81  0.000       .
                                                                              
                       M    57.852   48.285     36.8  -663.4   251.50  0.000    0.97*
nenrei                 U     57.85   59.103     -4.8           -41.44  0.000    0.98*
                                                                                        
Variable          Matched   Treated Control    %bias  |bias|      t    p>|t|    V(C)
                Unmatched         Mean               %reduct       t-test       V(T)/
                                                                                        
. pstest $controls , t(soudan2) graph both






































                                                                                   
            _cons     512.4115   1.120307   457.38   0.000     510.2157    514.6072
         kousakou    -7.431389    .697052   -10.66   0.000    -8.797586   -6.065192
               tr     45.94649   .5218489    88.05   0.000     44.92368    46.96929
               dy     5.805321   .2355571    24.65   0.000     5.343638    6.267005
     koureikaritu     -6.15828   .0457936  -134.48   0.000    -6.248034   -6.068526
    hoyuuzidousya     .0562051    .000989    56.83   0.000     .0542667    .0581434
kyuukyuusyadaisuu      8.85773   .2240283    39.54   0.000     8.418642    9.296817
         syosini5     4.997027   .2088295    23.93   0.000     4.587728    5.406325
         syosini4     7.454501   .4230009    17.62   0.000     6.625434    8.283567
        oobunrui5    -21.66537      .4318   -50.17   0.000    -22.51169   -20.81906
        oobunrui4     -14.7298   .7908949   -18.62   0.000    -16.27993   -13.17968
        oobunrui3    -24.58207   .3278689   -74.98   0.000    -25.22468   -23.93946
        oobunrui2     6.141447   .2738595    22.43   0.000     5.604692    6.678202
        oobunrui1    -20.72517   .9885775   -20.96   0.000    -22.66275   -18.78759
       kannaigai2     -33.6105   .3894004   -86.31   0.000    -34.37371   -32.84729
       kyozyuuti1    -10.28058   .3506157   -29.32   0.000    -10.96778   -9.593387
           ziko10      16.8898   .3502411    48.22   0.000     16.20334    17.57626
            ziko7     23.00198   .4106505    56.01   0.000     22.19712    23.80684
            ziko6      53.5075   1.195888    44.74   0.000     51.16361     55.8514
            ziko5     45.95298   1.192223    38.54   0.000     43.61626    48.28969
            ziko4     38.42374   .5360343    71.68   0.000     37.37313    39.47435
           nenrei     .1278556    .003857    33.15   0.000      .120296    .1354151
                                                                                   
      diff_genba2        Coef.   Std. Err.      t    P>|t|     [95% Conf. Interval]
                                                                                   
       Total    1.2895e+11 3,815,339  33797.5714   Root MSE        =     182.3
                                                   Adj R-squared   =    0.0167
    Residual    1.2679e+11 3,815,318  33232.5663   R-squared       =    0.0167
       Model    2.1564e+09        21   102684940   Prob > F        =    0.0000
                                                   F(21, 3815318)  =   3089.89
      Source         SS           df       MS      Number of obs   = 3,815,340
. reg diff_genba2 $controls
5．2012 年から 2015 年の間に、新たに#7119 を実施した政令指定 
都市について、実施の前後における DID 分析 
 




    
 






















                                                                                   
            _cons     513.2548   1.119905   458.30   0.000     511.0598    515.4498
         kousakou    -7.435082   .6959036   -10.68   0.000    -8.799028   -6.071135
               tr      45.9297   .5209957    88.16   0.000     44.90857    46.95083
               dy     5.809987   .2351697    24.71   0.000     5.349062    6.270911
     koureikaritu    -6.153513   .0457207  -134.59   0.000    -6.243124   -6.063902
    hoyuuzidousya      .056155   .0009874    56.87   0.000     .0542197    .0580902
kyuukyuusyadaisuu     8.855741   .2236659    39.59   0.000     8.417364    9.294119
         syosini5     5.003829   .2095477    23.88   0.000     4.593123    5.414535
         syosini4     7.474604   .4255004    17.57   0.000     6.640638    8.308569
        oobunrui5    -21.39793   .4321776   -49.51   0.000    -22.24499   -20.55088
        oobunrui4    -14.72367   .7901215   -18.63   0.000    -16.27228   -13.17506
        oobunrui3    -24.78319   .3275343   -75.67   0.000    -25.42515   -24.14124
        oobunrui2     6.193981   .2735103    22.65   0.000      5.65791    6.730051
        oobunrui1            0  (omitted)
       kannaigai2    -33.63554     .38937   -86.38   0.000    -34.39869   -32.87238
       kyozyuuti1     -10.4318   .3521926   -29.62   0.000    -11.12209   -9.741519
           ziko10     16.16191   .3526831    45.83   0.000     15.47066    16.85316
            ziko7     22.28439   .4129941    53.96   0.000     21.47494    23.09384
            ziko6     53.00044    1.20055    44.15   0.000      50.6474    55.35347
            ziko5      45.1954   1.197666    37.74   0.000     42.84802    47.54278
            ziko4     37.27144   .5400466    69.02   0.000     36.21297    38.32991
           nenrei     .1263517    .003871    32.64   0.000     .1187647    .1339386
                                                                                   
      diff_genba2        Coef.   Std. Err.      t    P>|t|     [95% Conf. Interval]
                                                                                   
       Total    1.2724e+11 3,776,674   33690.149   Root MSE        =       182
                                                   Adj R-squared   =    0.0168
    Residual    1.2509e+11 3,776,654  33123.1384   R-squared       =    0.0168
       Model    2.1421e+09        20   107103834   Prob > F        =    0.0000
                                                   F(20, 3776654)  =   3233.51
      Source         SS           df       MS      Number of obs   = 3,776,675
note: oobunrui1 omitted because of collinearity
. reg diff_genba2 $controls
6．4 の傾向スコアマッチング後の DID 分析 
 
〇stata コマンド： reg diff_genba2 $controls 
説明：前ページの分析を、傾向スコアマッチングをした後に行うもの。  
 



































     #7119 実施グループと未実施グループの基本統計量 
 
 
変数名 ♯7119実施有無 平均値（mean） 標準偏差（sd）
未実施（0） 2.067723 3.933574
実施（1） 2.096912 2.242138
計 2.073768 3.648244
未実施（0） -0.0860671 1.66899
実施（1） -1.668938 0.4829784
計 -0.4138997 1.633513
未実施（0） 2.186841 2.696077
実施（1） 3.76585 2.522563
計 2.513874 2.736919
未実施（0） 55.69717 10.65454
実施（1） 54.5226 6.515177
計 55.4539 9.951173
未実施（0） 0.8719085 0.1046901
実施（1） 0.8483296 0.0865815
計 0.867025 0.101656
未実施（0） 93.22774 14.68596
実施（1） 97.10952 3.647364
計 94.03171 13.27545
未実施（0） 11.38358 5.870249
実施（1） 13.52117 4.930233
計 11.8263 5.753907
未実施（0） 88.96849 15.36085
実施（1） 92.73325 4.486523
計 89.74822 13.91341
経常収支比率
人口増加比率
自然増加比率
社会増加比率
自主財源比率
財政力指数
道路実延⾧
道路舗装率
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未実施（0） 489.48 137.7949
実施（1） 391.1732 93.13376
計 469.1194 135.788
未実施（0） 45.84602 24.2922
実施（1） 22.21584 20.71221
計 40.95191 25.46445
未実施（0） 35.00842 9.720915
実施（1） 44.30593 5.547569
計 36.93405 9.772121
未実施（0） 1017.589 253.4766
実施（1） 1226.054 217.1002
計 1060.765 260.464
未実施（0） 791.1939 309.5499
実施（1） 1077.514 142.7355
計 850.4943 306.0348
未実施（0） 464.2903 93.73063
実施（1） 543.5367 31.71588
計 480.7032 90.58406
未実施（0） 256.3676 51.53224
実施（1） 307.6617 13.6072
計 266.9913 50.75418
未実施（0） 5.081937 2.104997
実施（1） 7.039837 1.438284
計 5.487443 2.138047
未実施（0） 83.30208 19.04374
実施（1） 103.9232 25.68266
計 87.57297 22.22595
未実施（0） 989.0012 373.6119
実施（1） 1319.596 168.9507
計 1057.471 366.7908
未実施（0） 233.2607 64.22333
実施（1） 269.6038 39.76355
計 240.3313 61.94167
未実施（0） 831.4943 312.2668
実施（1） 960.8031 150.3191
計 856.6514 292.4996
一般病院病床数
保有自動車台数
市街化区域面積
１日平均
新入院患者数
１日平均
新外来患者数
１日平均
新在院患者数
生活習慣病による
死亡者数
悪性新生物による
死亡者数
一般病院数
一般診療所数
常勤医師数
看護師及び
准看護師数
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
64 
 
 
出所：筆者による算出 
 
上記の表から、#7119 実施グループは、自然増加比率が低く、社会増加比率
が高く、市街化区域面積割合が低く、病床数・各患者数が多いこと等から、比
較的都市部で医療ニーズ・資源ともに多い地域であることが予想される。 
 
未実施（0） 2.7259 0.6090874
実施（1） 2.605313 0.3242023
計 2.700925 0.564188
未実施（0） 234.0081 39.93864
実施（1） 265.6954 23.75252
計 240.5709 39.32516
未実施（0） 97.5518 19.51754
実施（1） 115.5725 14.80278
計 101.2841 20.01874
未実施（0） 22.45812 2.432829
実施（1） 23.79504 0.8632786
計 22.73501 2.26731
高齢化率
救急車台数
国民健康保険
被保険者数
消防吏員数
